
日頃は「鈴木さだはる」に対し、ご協力を賜り感謝申し上げます。

市議会議員にさせていただき、2年が経ちました。この間、「より住みやすいまちづくり」、また市民の方々が「安心・

安全に暮らせるまちづくり」に向けて議会での一般質問や行政当局との話し合いを重ねてきました。

一例としては、防災に関する事項で、指定避難所である市内高校、大学校への防災備品の配置、これは、私

だけの力ではなく、刈谷市選出の細井県議会議員と連携し実現しました。また、平時から防災を意識してもらう

ため、市内公園に設置されているマンホールトイレの看板設置、その他にも「くらしの相談」であったカーブミラーの

設置など関係者の方々に対応いただきました。今後も皆さまのご意見を頂きながら活動していきたいと思います。

さだボイス

【議会情報】

8月7日（木）、臨時会 が開会されます

ごあいさつ

臨時会とは・・・緊急特定の問題を話し合う必要があるときに、開く本会議のこと。

現在・・・学びの森エリア等の基本設計、遊歩道の詳細設計及びサウンディング調査の実施中。

◇洲原公園・・・開設年度：昭和44年

◇岩ケ池公園・・・開設年度：平成16年

◇公園の特色

緑を背景とした風光明媚な丘陵地から見下ろす自然をいかした眺望やテニスコート、デイキャンプ場など

様々な施設が充実。

（*1）
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◇議題予定・・・

※議会役員は、申し合わせにより、任期は１年とされており、今回の臨時会では、議会役員改選が行われます。

➀監査委員の選任について ➁議長・副議長の辞職について

③常任委員会委員の選任について ④議会運営委員会委員の選任について

⑤刈谷知立環境組合議会議員・衣浦東部広域連合議会議員の選挙について

魅力あふれる公園づくり事業、各公園の取組状況紹介

◇現在

◇将来構想

➀桜広場・エリア
■公園の将来像

自然とともに遊んで学べる！

SUHARAアウトドア・パーク
➁池の東西をつなぐ

③学びの森・エリア

⑥水辺の森・エリア

⑤キャンプフィールド・エリア

④池の周遊コース

岩ケ池公園との連携

（次月号で、新体制については、ご紹介させていただきます）

〈さだコメント〉

開設から約55年、部分的には改修されてきているが、

今後、より利用しやすく、また、洲原公園の特色でもある緑、

特に樹木を活かしながら、遊ぶだけではなく、自然環境が学べる公園になるようにしていきたい

➀

➁

③

④

⑤

⑥

作者：娘 8月号

（鈴木さだはるだより No.27）



【あとがき】先月号より「魅力あふれる公園づくり事業」について紹介させて
いただいています。この事業は、刈谷市の魅力を発信する洲原公園、
岩ケ池公園、刈谷市総合運動公園、亀城公園、フローラルガーデンよさ
みの5つの公園を対象に、将来構想を策定し、誰もが行きたくなる魅力あ
ふれる公園の実現を目指しています。ご存じの通り、今回紹介している
「岩ケ池公園」は、市内外からの来場者も多く、魅力発信をしています。
「魅力あふれる公園づくり事業」は、完了までの目標年度を設けず今後
5年、10年、15年と現時点のロードマップに沿った事業展開をしています。
将来に渡り、刈谷市が活気にあふれ「より住みやすいまち」になるように行
動していきたいと思います。

【8月の予定】
7日 臨時議会

9日 愛知県消防操法大会

10～11日 地区盆踊り大会

15～16日 わんさか祭り

19日 三河西地協議員懇談会

22日 議会運営委員会

31日 地区防災講演会

鈴木�さだはる�;�刈谷市一里山町金山100番地�トヨタ車体労働組合会館内�(TEL)�0566－36－3870

【8月の暦】
7日 立秋

11日 山の日

15日 お盆

23日 処暑（しょしょ）

31日 二百十日

現在・・・岩ケ池の周辺コースの整備をするため詳細設計を実施中。

◇岩ケ池公園・・・開設年度：平成16年

現在・・・エントランスエリア等の基本設計等、P-PFIの公募手続き及びスケボーパークの管理運営を実施中。

◇刈谷市総合運動公園・・・開設年度：平成6年

◇公園の特色

ハイウェイオアシスとして高速道路側からも利用することができ、家族で1日楽しめる公園。加えて、スマート

インターチェンジもあり、遠方からのアクセスが向上したことも特徴のひとつ。 ◇将来構想

■公園の将来像

*2

◇公園の特色

陸上競技場や屋内アリーナなど様々なスポーツを楽しむことができる施設が整っており、スポーツの拠点。

◇将来構想
■公園の将来像

だれでも・いつでも・

どこでも・いつまでも

Sports in Life

〈さだコメント〉

屋内外にスポーツができる環境が整っている。

また、市内トップスポーツチームとの連携も活かし、刈谷市の更なる活性化につながる公園にしていきたい。

*² Park-PFI（プライベイト・ファイナンス・イニシアティブ）とは、2017年6月の都市公園法の改正によって創設された「公募設置管理制度」

の通称。「P-PFI」と表記されることもある。都市公園において飲食店、売店などの収益施設（公募対象公園施設）の設置または管理を行う

民間事業者を、公募により選定する手続きのこと。

➀森の中のステイ・エリア 洲原公園との連携

➁地域の森・エリア

③池の南北をつなぐ

⑤ファミリー・エリア

④森と水の冒険・エリア

⑥交流・エリア

◇現在

〈さだコメント〉

全国のテーマパーク含めての来場者数の上位にある施設ということもあり

刈谷市内外の方々が何回でも来場したくなるような公園にしていきたい。

➀スポーツ・エリア

➁リバーサイド・エリア

③エントランス・エリア

④アリーナ・スタジアム・エリア

⑤グリーンフィールド・エリア

特に樹木を活かしながら、遊ぶだけではなく、自然環境が学べる公園になるようにしていきたい

➀

③

④

⑤

➀➁

③

自然の中でPLAY＆STAY

（遊ぶ・泊まる・体験する）

⑤

⑥

◇現在


